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JICA教師海外研修 学習指導案・授業実践報告書 

【報告書タイトル】 

 定時制の高校生が国際協力を有意義なものだと感じてもらえる授業のために 

 

【実践者】 

 

【実践概要】 

1. 単元(活動)名 

「なぜ国際協力は必要なのだろうか～よりよい国際協力とは～」 

「公共」国際理解と国際協力の単元を元にオリジナルで作成 

2. 単元目標 

●単元目標 

世界と私たちはすでにつながっており、その中で生活や学びが成り立っている。だからこそ、国際協

力は他人事ではなく、互いを支え合うために必要であることを学ぶ。 

●関連する学習指導要領上の目標 

 国際社会における課題や日本の果たす役割を理解し、持続可能な社会づくりに主体的に参画しようとす

る態度を育むこと 

3. 単元の評価規準 

①知識及び技能  国際協力の意義を理解できる。 

②思考力、判断

力、表現力等 

国際協力の必要性や意義について、多面的・多角的に考察し

ている。 

③主体的に学習

に取組む態度 

他者との対話を通じて、他者の意見を参考にしながら自分の

考えを深めようとしている。 

氏名 門脇 賢吾 学校名 宮城県第二工業高等学校 

担当教科等 公共 対象学年（人数）   ２年  Ｆ科（１３名） 

実践年月日もしくは期間（時数） 令和７年９月２２日（月） （２時間） 
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4. 単元設定の理由・

単元の意義 

（児童/生徒観、教材

観、指導観） 

【単元設定の理由】 

 本単元では、まず「世界 100人村」を通じて世界の不均衡を実感的に捉え、貧

困や格差の現状を自らの問題として考える姿勢を育てる。その上で、国際協力に

おける支援の在り方や持続可能性について理解を深める。さらに、ザンビアの事

例や写真・体験談、コーヒーといった身近な題材を取り入れることで、遠い国の

出来事を自分自身と結びつけ、国際協力の意義をより身近に感じられるようにす

る。 

また、既習の人権学習を踏まえて、日本とザンビアの状況を比較しながら「他

者の尊重」の意味を考え直す機会を設ける。最終的には、日本が果たすべき役割

や、これからの国際社会で必要とされる支援について主体的に意見を持ち、自分

の生き方と国際協力とのつながりを実感できるようにしたい。 

従来、経済分野での国際協力の学習は地理総合の延長として説明的に終わるこ

とが多かった。しかし本単元では、海外研修や開発教育の実践を取り入れなが

ら、生徒が「なぜ国際協力が必要か」「国際協力は自分とどう関わるのか」とい

う本質的な問いに向き合い、公共科の目標の一つである「他者の尊重」に結び付

けられる学習を目指す。 

【単元の意義】 

 現代社会では、人間関係が希薄になり、自己中心的な傾向が見られる。ＳＮＳ

のやり取りなどからも、その潮流を日々感じることができる。 

 本単元では、単に国際理解を深め、国際協力の意義を学ぶだけでなく、遠く離

れた国の出来事を自分ごととして考え、そこに生きる人々に寄り添おうとする姿

勢を養うことを目指す。その姿勢は、身近な他者に向けるべき態度と本質的に変

わらないものである。 

 したがって、国際協力を「遠い世界の特別なもの」ではなく、「身近で日常的

に実践できる姿勢」として捉えられるようになることが、この単元の意義である。 

【児童／生徒観】 

 実施クラスは本校においては最多の14人（1人は長期入院のため欠席）のクラス

であり、他のクラスよりもグループワークを行いやすく、他者の多様な考えを取

り入れやすいというメリットがある。一方で、人数がいる分自分の意見を主張す

る生徒が一部に限られてしまうため、意見を出しやすいような環境作りが必要に

なる。グループワークの形式は公共の授業で何度か行ったこともあり、協力して

行おうとする姿勢を持っている生徒が多い。 

 事前のアンケートでは「国際協力は必要だ」と全員が思っているが、なぜ必要

かを明確に説明できる生徒は少ない。 

【教材観】 

 本単元では、国際社会における貧困や格差の問題を中心に、グローバル化した

経済が生み出す課題や、持続可能な国際協力の在り方を学ぶ。教材としては「世
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界100人村」や「ザンビアの写真・体験談」など、身近で具体的な題材を用いるこ

とで、生徒が抽象的な国際問題を自分事として捉えやすくする工夫がされている。

また、DEAR教材や映像資料、カード活動、ダイヤモンドランキングなど、体験的・

参加型の学習素材を組み合わせることで、知識の習得にとどまらず、感情や価値

観に訴えかける学びを実現することができる。 

このように、本単元の教材は「遠い世界の問題」を「自分とつながる現実」と

して考えられるように設計されており、国際協力を通じて公共の目標である「他

者の尊重」を体感的に学ぶ契機となる。 

【指導観】 

実施クラスは本校においては比較的人数が多く、他者の多様な考えを取り入れ

やすい一方、意見を発信する生徒が限られる傾向がある。そのため、発言が得意

な生徒に偏らないよう、ホワイトボードソフトやカード、ランキング活動などを

活用し、「誰もが意見を表明できる場」を保障することが重要である。 

また、生徒は「国際協力は必要だ」と考えているものの、その理由を具体的に

説明できない段階にある。したがって、授業の前半では「格差の実態」や「適切

な支援の条件」に気づかせ、後半では「ザンビアの事例」や「支援の在り方」を自

ら考える流れを設けることで、理解を深めつつ主体的な意見形成へと導く必要が

ある。 

最終的には、生徒が「国際協力は自分の生き方にどう関わるのか」という問い

に自ら答えられるようにし、国際協力を「知識」ではなく「価値観」として捉え

る授業を目指す。 

 

5. 単元計画（全 ７ 時間）  

時 『小単元名』・学習のねらい 学習活動 資料など 

１ 『グローバル化する経済』 

★自由貿易や経済のグローバ

ル化が引き起こす問題に気づ

く 

一斉授業 

・比較生産費説のワークを通して、貿易

のメリットを学ぶ。 

・「カカオ農家の現状」の動画を見て、貿

易による不均衡が生じていることを知

る。 

・教科書、プリント 

・カカオ農園の動画 

２ 

『世界の不均衡を感じよう』 

★世界の国の不均衡を肌で感

じ、公正な判断ができるよう

にする 

アクティビティ（世界 100人村） 

・「世界の言語でこんにちは」「大陸ごと

に分かれてみよう」「富の分配」の活動

を行う。他者との意見の共有も行い、

振り返りシートを記入する。 

DEAR開発教育教材 

「ワークショップ版

世界がもし 100人の

村だったら第 7版」 

・感情で振り返る振り

返りシート 
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３ 
『国際社会における貧困や格

差』 

★適切な支援とは 

・ニーズに合っていること 

・単発ではなく、長期的に活

用できること 

この 2 点を理解して次の学習

につなげる。 

一斉授業 

・カカオ農園の動画を振り返り、支援の

方法、視点がいくつもあることを知る 

・ユニクロの古着回収プロジェクトを題

材にして、ニーズのない所への支援問

題について考え、適切な国際支援とは

何か考える。 

・カカオ農家への支援としてダイヤモン

ドランキングを作成する。 

・カカオ農園の振り返

りスライド 

・ユニクロ古着回収写

真、ガーナに捨てら

れた古着の写真 

・カカオ農園への支援

ダイヤモンドラン

キングシート 

４ 『ザンビアの光と影』 

★ザンビアの写真や体験談、

コーヒーからアフリカとの心

の距離を近づける 

★既習の人権について日本と

ザンビアの違いに気づく 

フォトラーニング 

・ザンビアクイズを行い、何の写真かを

考えることで、日本との共通点、相違

点に気づき、ザンビアに対する偏見を

減らす。 

・既習の「生存権」「環境権」などに触れ、

ザンビアの暮らしで守られていない

ことに気づく 

・ザンビアの写真 

・ワークシート 

・ホワイトボードアプ

リ「ふきだし君」 

５ 

６ 

本時 

『世界のちがいから自分の価

値観に気づこう』 

★カード学習から自分と他者

の価値観のちがいに気づく 

★途上国が多様な支援を必要

としていることに気づく 

 

カード学習（ちがいのちがい） 

・ザンビアと日本の生活環境・文化の違

いを示したカードを使用し、あってい

いちがい、あってはいけないちがいに

ついて話し合いながら決める。グルー

プごとの判断の違いにも気づき、そこ

で感じたことを振り返りシートに記

入する。 

・課題の掲示 

 「井戸が壊れた村に対して、日本（私

たち）が行う適切な支援とはなんだろう

か？」 

 現地 NGO、村人（積極否定派）、村人（消

極否定派）、現地 JICAスタッフの意見

を載せたワークシートを読み、課題の

状況を確認する。 

・ちがいのちがいカー

ド（13枚） 

・ちがいのちがい振り

返りシート 

・井戸ワークシート 

・井戸の写真 

『これからの日本が行う支援

を考える』 

★ザンビアが直面している課

題を自ら考えることで、国際

協力を身近なものにする 

★国際協力の考え方が自分の

生き方に繋がる実感を持つ 

・課題についてダイヤモンドランキング

を作成する。（個人→グループ） 

・グループごとに発表をしてちがいを共

有する。 

・まとめ（一斉授業） 

 ・支援は寄り添う姿勢が基本 

 ・自分とは関係ないと思っていたこと

・ダイヤモンドランキ

ングワークシート 

（個人用、グループ

用） 

・振り返りシート 
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が実は関係あることに気づいてほし

い 

 ・ザンビアの村人に寄り添ったよう

に、隣のクラスメイト、家族にも寄り

添ってほしい 

・振り返りシートの記入 

７ 〇国際社会のこれから（人口

問題、環境問題） 

★これから起こる世界の課題

に対して主体的に自分の意見

を持つことができる 

・これから起こる人口問題、環境問題に

ついて資料を読み取りながら考える。 

・「なぜ国際協力が必要か」という問いに

対して自分なりの考えをまとめる。

（学びの地図） 

・プリント 

・学びの地図 

 

 

6．本時の展開（５，６時間目） 

本時のねらい：カード学習を通じて自分と他者の価値観の違いに気づき、途上国が抱える課題には多様

な支援の形が必要であることを理解する。そのうえで、ザンビアの具体的な状況を手がかりに、日本が

どのような支援を行うべきかを自ら考え、国際協力を自分の生き方と結びつけて捉える力を養う。 

過程・

時間 

教員の働きかけ・発問および学習活動 

・指導形態 

指導上の留意点 

（支援） 

資料（教材） 

導入 

（10分） 

5分 

 

 

 

5分 

 

 

 

 

 

展開 

（30分） 

10分 

 

 

 

 

 

 

1時間目 

【一斉授業】 

・前時の授業で掲示した「チャーチサービス」

について日本とザンビアの違いを再確認し、こ

れは「あっていい違い」なのか「あってはいけ

ないちがい」なのか問いかける。 

・本時の課題を掲示し、ちがいのちがいカード

を準備する 

本時の課題 

「多様な支援の方向があることを知り、自分

と他者の価値観の背景を考えられるように

なろう」 

 

【グループ活動】 

① カード学習（ちがいのちがい） 

・ザンビアで感じた“ちがい”が書かれた 13種

類のカードを配布し、グループで相談しながら

それぞれを「あっていいちがい」「あってはいけ

ないちがい」「どちらとも言えない」の３つのシ

ートに分けていく。 

 

・授業前にグループ

（４人×３）の形に

机を整えておく。 

・グループごとに意

見を交換させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・あっていいちがい 

→支援不要 

あってはいけないち

がい→要支援 

という理解も掲示

し、国際協力の視点

を持たせる。 

・授業スライド 

・ちがいのちがいカ

ード 

・カード置き場ワー

クシート（A3） 

・気持ちから振り返

る振り返りシート 
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10分 

 

 

 

 

 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

（25分） 

5 分 

 

 

5 分 

 

 

10 分 

 

 

5 分 

 

 

まとめ 

15 分 

・班ごとになぜこのような結果になったかを発

表する。 

・必要な支援の価値観は人によってちがい、な

ぜそう考えるかを共有しあう対話が重要だと

いうことを確認する。 

 

【一斉授業】 

・課題の掲示 

 ザンビアの村の井戸に関する写真と説明を

行い、本時の課題を伝える。 

本時の課題 

「井戸が壊れた村に対して、日本（私たち）

が行うよりよい国際協力とはなんだろう

か？」 

２時間目 

 

・ケースメソッド「井戸が壊れた村」を各個人

で読んで状況を把握する。 

 

【グループ活動】 

・様々な支援の方法を掲示し、重要性ごとにダ

イヤモンドランキングを個人で作成する。 

・できたところまでの考えをグループで共有

し、グループで 1つのダイヤモンドランキング

を完成させる。 

・グループごとに発表をしてちがいを共有す

る。 

 

・まとめ 

 教員からこれまでの活動を通して感じてほ

しいことをまとめて伝える。 

・日本に流通しているサーモンの約 8割はチリ

産だということを示し、チリのサーモンは

JICAの技術援助でできたことを知り、国際協

力がそのまま国益となることも示す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地 NGO、村人（積極

否定派）、村人（消極

否定派）、現地 JICA

スタッフの 4 つの視

点からケースを捉

え、考えを深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケースメソッド 

「井戸が壊れた村」 

 

 

 

 

井戸が壊れた村への

支援ダイヤモンドラ

ンキングシート 

 

 

 

 

・世界情勢と日本が

繋がっていることが

分かるスライド 

・ザンビアと日本が

銅で繋がっているこ

とが分かるスライド 
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～想い～ 

国際協力は、特別なことではなく、身近な

人を大切にする心と同じところから始まる。

実際、世界は貿易でつながっており、私たち

の豊かな生活や学びは多くの人々のおかげ

で成り立っている。例えば電気工事の練習で

当たり前のように銅線を使えるのも、世界の

資源や人々の働きがあるからこそである。そ

のことに気づき、感謝や思いやりの心を身近

な関係から世界へと広げていくことが、国際

協力につながっていく。 

  

・振り返りシートの記入 

「なぜ国際協力が必要なのか」 

「国際協力が自分の人生・生き方にどう関わる

か」という問いについて自分なりの答えを持て

ること 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ国際協力は必要

かを答える 

振り返りシート 

7．本時の振り返り 

 振り返りの主な設問 

1. 残った気持ち (2つ選択): 16種類の感情（「感動した」「心配だ」「もやもやした」「かわいそ

う」など）から 2つを選択する形式 。 

2. 気持ちの理由: 選択した気持ちになった具体的な理由や原因を記述 。 

3. 国際協力の必要性: 「国際協力をすることは自分にとって必要だと思いますか？」について、

（必要・不必要）を選択し、その理由を記述 。 

4. 学びと人生への応用: 授業全体を振り返って学んだこと、自分の人生に活かしたいことを記述 

8. 学習方法及び外部との連携 

・「ちがいのちがい」「ダイヤモンドランキングシート」などグループで意見の出しやすいツールを使用

した。 

9. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

・校内での研修成果報告会の実施 

・宮城県公民部会への授業実践提供 

 

【自己評価】 

10. 苦労した点 

 

・国際協力の考え方≒良好な人間関係形成につながることを例に、国際協力を生

徒にとってどれだけ身近なものとできるかに注力した。 

・人数が少ないことで、世界の格差を実感できるようなワークができなかった。 

・グループワークの際に生徒が安易に判断を下さないような仕組みづくり、声掛

けをするかに苦心した。 
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11. 改善点 ・単元全体で各時間の振り返りシートの記入の時間が５分程度しか取れず、宿題に

してしまったことで、授業時に感じたものが薄れてしまったと感じている。５０分

授業であれば１０分程度の振り返りの時間は確保可能だった。 

・授業者の伝えたい想いが先行してしまい、生徒が自由に国際協力について考える

時間が少なかったため、グループでの振り返りの時間を設けたほうが良かった。 

・進学校で実施する場合には教科書の内容から離れず、今回の教材を精選して単元

の導入の形で行う必要がある。 

12. 成果が出た点 ・研修で学んだ開発教育の教材は生徒たちが意見を出しやすい形になっており、活

発な意見交換がみられたことから、開発教育に学力は無関係と感じた。 

・「井戸が壊れた村」のケース学習について、それぞれの立場の意見を簡単で分か

りやすい形式にしたことで、生徒の話し合いの中でその知識が活発に使用されてい

た。 

・振り返りシートによると、国際理解の考え方が人間関係の構築にもつながる点は

多くの生徒に伝わったようだ。 

13. 学びの軌跡

（児童生徒の反

応・変化、感想文、

作文、ノートなど） 

 

本授業を通して、生徒たちの感情や考え方に明確な変化が見られたと感じた。最

初は貧困の現状に対して「かわいそう」「悲しい」といった同情的な感情を示して

いたが、学習を進めるうちに「どうしてこうなるのか」「本当にこの支援の仕方で

よいのか」といった問題意識へと変化していった。特に「井戸の支援のお金が村の

えらい人にばかり渡っているのではないか」といった意見や、「村が自立するため

にはどうすればよいのか分からない」という声が多く聞かれた。これらの反応から、

生徒たちが問題の表面的な悲しさだけでなく、その背後にある構造的な課題を考え

るようになったと感じた。 

また、国際協力についての捉え方にも変化が見られた。当初は「困っている人を

助けてあげる」という上からの視点が多かったが、学びを通して「お互いさま」「相

互に支え合うことが大切」といった考え方へと変わっていった。「日本も困った時

には助けてもらうことがある」「世界全体が困った時に助け合うことが大事だ」と

いった意見が挙がり、協力を対等な関係として捉える姿勢が育っていると感じた。

さらに、「国際協力によって日本の経済も支えられている」「安く物を輸入できたり、

日本人の仕事が増えたりする」といった発言もあり、生徒たちが国際協力を「遠い

国の話」ではなく、「自分たちの生活と繋がる現実的なこと」として理解している

ことが分かった。 

行動面でも変化が見られた。学習後の振り返りでは、「フェアトレード商品を買

いたい」という具体的な行動目標を挙げる生徒が多く、「自分の買い物で世界を少

しでも良くしたい」と考えるようになっていた。これは、学びを自分の生活に引き

寄せて考え、実践しようとする意欲の表れだと感じた。また、「一時的な支援では

また壊れてしまうので、長い期間の支援が必要だと思った」という意見もあり、問

題解決には時間がかかること、そして持続的な関わりの大切さを理解している様子

が見られた。こうした意識の変化は、生徒たちが国際理解教育を通じて「共に生き

る」視点を身につけ始めた証だと感じた。 
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14. 授業者による

自由記述 

今回の開発教育では、教材作成の時間が一番楽しく感じられました。生徒の顔を

思い浮かべながら、「こんな反応をしてくれるかな」と想像しつつ作る授業は、初

任の頃以来の新鮮な感覚で、どこか懐かしさすら覚えました。 

教員になって 12 年目を迎える今、授業が一辺倒になったり、思いつきで進めて

しまったりすることもありました。ある程度の授業は準備を最小限にしても形にな

りますが、その反面、「何か物足りない」と感じることが多く、授業の楽しさを見

失いかけていたのだと思います。 

そのような中で、今回先生方と共に授業をつくり上げる経験ができたことは、本

当に貴重でした。事前・事後研修、現地での体験を通して、多様な視点や具体的な

工夫を学ばせていただき、自分の教員としての幅が広がったと実感しています。 

この経験を糧に、原点に立ち返りながら、教材づくりそのものを楽しんでいきた

いと思います。改めまして、これまでの温かいご指導とご協力に、心より感謝申し

上げます。 

参考資料：認定ＮＰＯ法人開発教育協会ＤＥＡＲの教材を使用した。「ワークショップ版・世界がもし

100人の村だったら［第 7版］ 
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授業資料： 

①ケースメソッド資料 

ザンビアで出会った井戸が壊れた村のレポート 

門脇 賢吾 

 

 

  

 教師海外研修 5日目、私たちは首都ルサカから約 200km離れたモンゼ近郊の小さな村を訪れまし

た。そこは電気も水道もなく、自給自足の生活を送る人々が暮らしていました。もちろん学校も病院

もありません。強い乾季のある土地では農作物も育てにくく、お金を稼ぐ手段はわずかに炭を売るく

らいしかありません。トイレは地面に穴を掘っただけ、お風呂は布で囲った場所で水を浴びる程度。

首都や日本とは全く違う生活の現実に圧倒されました。 

村で最後に訪れたのは、この村に一つだけある公共の井戸でした。村人たちは歌やダンスで私たち

を歓迎し、井戸が人々の憩いの場であることを感じました。しかし、その井戸は数年前から壊れたま

ま使えないといいます。そのため、村人たちは村長が個人で作った井戸から水を分けてもらってお

り、その代金として毎月 10クワチャ（日本円で約 60円）を払っているようでした。 

現地で水に関わる支援を担当する NGOスタッフが声を張り上げて訴える一方で、村人や JICAスタッ

フの表情は複雑で、それぞれ異なる想いを抱いているように見えました。 

この場にいた人々は、どんな気持ちで井戸を見つめていたのでしょうか。そして、この村にとって

本当に必要な支援とは何なのだろうか。私には答えが出せずにいました。 
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この村に住むジョージさん 

カウンダさんの言うことは頭では理解している。確かに、村長にお金を払って水

を分けてもらう今のやり方は、いつまでも続けられるものではない。村長の機嫌

を伺うのも正直大変だ。 

けれども、日々の暮らしで精一杯で、井戸を直す余裕まではとてもない。しか

も、直してもまた壊れた時の費用を出せるとは限らない。そう考えると、そのため

にお金を貯めるよりも、この子を炭を売る仕事に出すのではなく、学校に通わせ

てあげたいと思ってしまう。 

 

現地NGO代表カウンダさん 

今、村人たちが頼っているのは、村長が持つ個人の井戸です。このままでは、ト

ラブルが起きた時に村全体が困ってしまうことに、まだ気づいていないようです。 

実は、1人あたり月 20 クワチャ（日本円で約 120円）を貯めれば、壊れた公共

の井戸は修理できます。その場しのぎの生活ではなく、長期的な視点を持って、自

分たちで行動を起こしてほしい。 

私たちが求めているのは、与えられるのを待つのではなく、自らの手で未来を

切り開くという意思です。この村が抱える問題の解決策は、すでに彼らの手の中

にあるのです。 

 

この村に住むバネッサさん 

正直、なぜここに集められたのかよくわからない。今は優しい村長の井戸を使

わせてもらって、問題なく生活できている。 

それに、もともと自給自足のこの村で、あと 10 クワチャをどうやって稼げばいい

というのだろう？家族と一緒にいられる今の生活を、私は幸せだと感じている。 

この子のお兄ちゃん（16 歳）は学校に行かずに、ゴミ山で稼いだお金を家に入

れてくれる。そのおかげで水も手に入っているのだ。 

ところで、一緒にいるアジアの人たちは、いったい私たちに何をしてくれるの？ 

現地ＪＩＣＡスタッフ齋藤さん 

 この村には衛生面で多くの課題がある。しかし、村人に話を聞くと「特に困ってい

ない」と答える人が多い。けれども、本当にこのままで良いのだろうか。厳しい生活

に慣れてしまっていることや、他の暮らしを知らない経験の少なさが、「今幸せだ」

という言葉につながっているのではないかと感じている。 

たとえ井戸を直しても、また壊れた時にどうするのかを考える必要がある。 

果たして、この村にとって本当に意味のある支援とはどのようなものなのだろうか。 
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②ダイヤモンドランキング（井戸が壊れた村） 

考えてみよう ― 井戸が壊れた村のために 

名前                 

  

 以下に井戸が壊れた村の生活を改善するための取り組みとして、９つの方法が記されています。 

 「ザンビアで出会った井戸が壊れた村のレポート」を読んで、これらの行動の順位付けをしてみ

ましょう。一番有効なこと、最初にすべきことを一番上の○の中に記入し、次にすべきことを２段

目に、以下、最も遅くて良いこと、それほど効果が望めないものを一番下の○に記号で書き入れて

ください。 

Ａ 井戸の修理とポンプの交換 

Ｂ 病気の予防知識の普及と簡易診療所設置 

Ｃ ソーラー発電スタンド設置と通信技術の指導 

Ｄ 野菜や作物を育てるための道具の提供と栽培技術の指導 

Ｅ 子どもたちのための学習用具の配布と教育ボランティアの派遣 

Ｆ 他の村の成功事例を学ぶための研修会開催 

Ｇ パンや炭を焼くための共同窯の設置とそれを売るための指導 

Ｈ 子どもたちを近くの都市にある小学校へ通わせるための費用を全額補助 

Ｉ 井戸の修理技術について村人へ教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう考えた理由 
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③ちがいのちがいカード 
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④生徒振り返りシート 
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⑤授業中の写真 

 

 

 

 

         


